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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○ホームヘルプサービス・移動支援においては、居宅生活において基幹となるため、現在、荒川区
で生活している障がい者や、施設や病院を退所・退院して在宅となる障がい者が制度を利用し、社
会参加ができるように、介護事業者と連携しサービス向上を図る。

○障害福祉サービスの利用者負担の軽減については、今後予定されている法改正の、国・都の対応
を踏まえながら随時対応していく。

○障がいが重複していても、安心して地域で生活することができるよう、既存の在宅支援事業に加
え、様々な障がいに応じたきめ細やかな支援を充実する。

障害者総合支援法の動向を注視しながら、地域特性等を生かした事
業運営に努める。

施策の分類
分類についての説明・意見等

24年度設定 25年度設定

－ － － －

85,104.0 93,173.0 89,012.5

18 76 133 180

関連部課名

指
　
　
　
　
標

ホームヘルプ等派遣時間
数

利用者負担軽減対象者数

移動支援実施時間数

留守番看護師利用回数

推進 推進

－

－

21年10月から事業開始

平成23年10月から、重度視覚
障がい者の移動支援が同行援
護となり、ホームヘルプ事業
費に移行

21年度

300

97,914.0

220

181,705.1

166 186 221 252

72,649.5

山形 2680

131,679.0 139,225.5

22年度 23年度 24年度
(見込み)

指標に関する説明

　障がい者が、住みなれた地域で安心して暮らしていけるように、在宅の障がい者に居宅福祉サー
ビスの支援・充実を行う。

内線

○障がい者が地域で生活していく上で必要となる居宅介護や、障がい者の社会参加で必要となる移
動支援の需要が高まっており、需要に応じて居宅サービスの利用実績も増加している。

○障害福祉サービスの利用者負担については、区独自の軽減策を実施しているが、今後も大幅な法
改正等が予定されていることから、状況を見据えつつ利用者負担について検討していく必要があ
る。

○障がい種別に関わらず多種多様なサービスを提供しているが、障がいの状況や生活環境によって
必要な支援が異なるため、利用者のニーズに対応した支援をする必要がある。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

199,876.0122,978.0

－ －

行政評価
事業体系

分野

障がい者の居宅サービスの充実

生涯健康都市[Ⅰ]

政策 高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成[02]

施策名
部課名
課長名

施策No 02-07
福祉部障害者福祉課
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継続継続

現状の規模で実施する。

現状の規模で実施する。

継続

コミュニティバス障がい者利
用負担助成

06-05-33

103,864 継続福祉タクシー事業

2,346 3,173

07-02-34

06-05-40

06-05-51

06-05-35

06-05-36

06-05-37

06-05-38

06-05-28

06-05-29

06-05-30

06-05-34

06-05-32

06-05-24

06-05-25

06-05-26

06-05-27

06-05-20

06-05-21

06-05-22

06-05-23

06-05-16

06-05-17

06-05-18

06-05-19

06-05-08

06-05-12

06-05-13

06-05-14

継続 現状の規模で実施する。

補装具費支給事業 35,200

理美容サービス事業 622 523 継続

37,164 継続

継続

継続 現状の規模で実施する。

留守番看護師派遣事業 2,074 3,682 推進

継続 現状の規模で実施する。

推進

継続 現状の規模で実施する。

障害福祉サービス利用者負担
軽減事業

1,969

難病ホームヘルパー派遣事業 1,653 1,383 継続

2,289 推進

継続 現状の規模で実施する。

継続 現状の規模で実施する。

推進
安定したサービス利用のため重要
な事業である。

自動車運転免許取得・改造助
成事業

134 30 継続

推進

手話講習会事業 5,007 4,982 継続

移動支援事業 210,855 241,945

訪問入浴サービス事業 4,594 5,859

障害者歯科対策事業費

日常生活用具給付事業 26,513 25,561

重度脳性麻痺者介護人派遣事
業

1,889 1,811

630,322 634,429

合　計

350 継続

495 666 推進

原爆被爆者援護事業

1,513,551 1,606,551

障がい者向け健康体操事業

継続

7,382 7,556 継続

推進

101,627

継続

8,059

継続

406 481 継続

905 883 継続

5,000

事務事業
No

施策推進のため
の分類

24年度
設　定

123 155 継続 継続

継続

継続継続

25年度
設　定

23年度22年度

現状の規模で実施する。

現状の規模で実施する。

分類についての説明・意見等

在宅生活を送るための重要事業で
ある。

現状の規模で実施する。

社会参加を促進するために重要な
事業である。

現状の規模で実施する。

社会参加を促進するために重要な
事業である。

重症心身障がい児者とその家族の
安定した地域生活を確保するため
重要な事業である。

現状の規模で実施する。

現状の規模で実施する。588 546 継続

推進

自動車燃料費助成事業

特別障害者手当等（国制度）

緊急通報システム事業

継続16,746 18,047

3,255 4,014 推進

心身障害者福祉手当

－

施策を構成する事務事業の分類

コミュニケーション支援事業

ホームヘルプサービス費支給
事業

住宅設備改善給付事業

障がい者紙おむつ購入助成事
業

事務事業名
決算額（千円）

配食サービス事業

東京都重度心身障害者手当

62,957 67,624

1,956 906障がい者福祉給付金事業

福祉電話事業

推進384,940 432,361 推進

継続

継続

寝具洗濯乾燥消毒事業

現状の規模で実施する。

推進

現状の規模で実施する。

継続

継続

継続

現状の規模で実施する。

現状の規模で実施する。

継続

継続

継続

継続

－

360

障がい者の口腔保健向上のため重
要な事業である。

円滑な事務運営に努める。

現状の規模で実施する。継続

推進

継続

継続

継続

現状の規模で実施する。

現状の規模で実施する。継続

現状の規模で実施する。574 607 継続 継続

推進 盲ろう者の日常生活を支援する。盲ろう者生活支援推進事業 06-05-31 － 660


